
パッケージ研修支援 事例集 

府立交野支援学校四條畷校  

テーマ：学ぶって楽しい！～主体的・対話的で深い学び～ 

概要 
中学部（国語科）と高等部 1 年（数学科）の授業を通して、「主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善」について考え、共有しました。「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善」につい

ての理解や、授業場面における各視点の具体的なイメージを共有することで、各教員の授業における気

づきや各視点の確認につながりました。事前授業や授業後の協議では、指導と評価の一体化についても

協議し、授業におけるねらいや評価規準を確認しながら「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善を図りました。 
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  7月 19日（水） 全体会 

Plan 

 ７月下旬～ 学習指導案の作成・検討 

Do 

 １０月３０日（月）・１１月７日（火） 

１１月１３日（月）・１１月１４日（火） 

事前授業・授業後の協議 

研究授業  

Check & Act 

 １１月２９日（水） 研究協議・アンケート集約 

全体会 
７月１９日（水）「主体的・対話的で深い学びー授業づくりと授業改善を考えるー」について 

支援教育推進室指導主事より（以下資料より抜粋） 

 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について、育成をめざす資質・能力の３つの柱

を基に、「どのように学ぶか」に焦点を当てながら、授業における具体的な取組み例をお伝えしました。よ

り具体的にイメージできるよう、実際の授業場面を想定したシナリオで教員が対話式の授業風景を実演

し、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」それぞれについてワークショップ形式で共有を図りま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府教育センター 

研究授業 学 年 ・ 教 科 ： 

単 元 名 ： 

高等部 第１学年 数学科 

「 わり算～みんなでシェアしよう～ 」 

研 究 協 議 の 

ポ イ ン ト 

数学に対する苦手意識のある生徒の実態から、日常生活で活用できそうな身近な

ものを題材にした、わり算につながる「（数を）分ける」授業を実施しました。その中で、

グループワークに取り組み、生徒どうしで意見交換を行いながら答えを導き出しまし

た。これまでの学びを振り返ることで、解答につなげることができました。授業者がそれ

らの学びをねらった意図的な発問をすることが、生徒の「主体的・対話的で深い学び」

の授業改善になり、生徒の学びを深めることにつながりました。 

学 年 ・ 教 科 ： 

単 元 名 ： 

中学部 国語科 

「 主語、述語、修飾語を使ってＡＩで絵を描こう！  」 

研 究 協 議 の 

ポ イ ン ト 

 文の構成を理解することで、普段の会話がより具体的で伝わりやすい内容になるこ

とを長期的な目標とし、文章の「主語、述語、修飾語」の理解と活用を、生成系ＡＩを用

いて授業を実施しました。画像に興味を示し、文字で見る文章が画像化されると、生徒

たちは自身のイメージと画像が合致しているかを瞬時に確認できていました。また、主

語や述語・修飾語の順番が違うと、まったく違った意味の文章になることを文字と画像

の両方で確認することができたことは、適切な文章構成の大切さに気づくことにつな

がり、今後の日常生活における会話に活用できる「深い学び」となる取組みでした。 

成果 
日常的に行われる「授業」において、「授業改善」をどのように行って行けば良いのかを、３つの学びの

視点で考えることで、教員の授業での問いかけにも変化が生まれ、子どもの学びが明確になっていくこと

を確認できました。また、研究協議では、授業者とファシリテーターが対話形式で協議し、他の参加者にも

意見を求める等、授業者の思いや授業の様子が全体で共有できる研究協議となっていました。 
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① 実施前 ② 実施後 

 

（アンケートより） 

・今回は2人の授業者でしたが、もっと多くの先生方にも一緒に取り組んでもらえたら、もっとよりよい研 

修になったと思いました。 

・日々忙しい中で、授業についてしっかり考えられる良い機会になりました。 

・２人の先生方、お疲れ様でした！授業の進め方など参考になりました。 

・授業を見に行ける機会が作られるので、とてもありがたいです。 

・文面のみで読んでいた学習指導要領の内容を、現場にわかりやすく伝えていただき理解できたととも

に、やはり、子どもたちの学びを優先して、授業計画を変更していくことの必要があることを確認できて

よかったです。 
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